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「マーシャル訪問 ロンゲラップ島民と交流」 
  

昨年の「ビキニデーin 高知」には、竹峰誠一郎さんの招きで日本に来ているマーシャル諸島共和国のエベレ

ン・レレボウさんが参加してくれました。幡多地区でのフィールドワーク、また本集会でも核実験の行われたマー

シャルの実情が報告されました。また、元第 13 光栄丸の船員の谷脇壽和、第 5 海福丸の元船員の小笠原勝さ

んとも交流されたのです。マグロ船の被ばくとマーシャルの被ばくは同じ核実験によるものなのだということをあ

らためて実感したのでした。 

高知原水協や太平洋核被災支援センターでも今度はこちらからマーシャルの式典に参加したいねという声が

上がっていました。たまたま、今年は「ビキニ事件 70年」ということもあり日本原水協がマーシャル訪問を行うと

いうことで、高知原水協が中心になって、高知県からもマーシャルに行こうという企画が現実のものになったの

です。 

高知からは、「ビキニ被災船員訴訟」の原告団長の下本さんと太平洋核被災支援センターから笹島さんと濵

田の三人が参加しました。単に三人が参加するのでは無く、室戸の元船員さんや遺族の方たちも一緒に参加で

きないかと考え、平和の願いをこめて折り鶴を折り、それをマーシャルの人たちに届けようと提案しました。 

室戸では元船員さんたちが集まる「お茶会」がありますが、そこでみんなで折り鶴に取り組みました。「どうやっ

て折るのか忘れたなぁ」など言いながら、若い方にも手伝ってもらい、ちょっと曲がったのもありましたがたくさん

の折り鶴が出来ました。糸に通して「レイ」にしたものと、一つ一つをストラップにしたものを作りました。ブラボー

実験のさく裂したあの時の真っ赤な巨大な火

球から放たれた放射線の下にいて被ばくした

船員から、同じく、その放射線の下にいたマ

ーシャルの島民に送られる折り鶴です。その

話を聞いた高知市の小学生が、僕たちもおり

たいということでたくさんの、それこそ「千羽

鶴」をつくってくれました。 

マーシャルでは現地の方々のはからいで

ロンゲラップ環礁から移住を余儀なくされて

いる島民であるキャッシーさんとミナさんと交

流することができました。彼女たちの話は、家

族や親せきにはガンなどの発症、異常出産が
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多くあったということなど想像を絶するもの

でした。そして、「アメリカは私たちを劣った

人間とみているようだ」と語ったのでした。私

たちは、日本の延べ 1000 隻にも上るマグ

ロ船が被爆していること、癌の発症などで早

くしてなくなった船員さんが多いこと、そし

て、彼らは語らず室戸では「いわれん」こと

になっていたこと、しかし、高校生の発見に

励まされ少しずつ語られ、今は裁判を行っ

ていることなどを話しました。そして、その船

員さんや遺族の方たちとつくった折り鶴のレ

イを贈りました。お二人はとても喜んで下さ

り、なんと翌日の追悼式典にも首に飾って

参加してくださったのです。 

3月 1日の追悼式典の後の昼食会には私たちも招待を受け、下本さんが日本のマグロ船の被ばくのことを報

告し、小学生から預かった平和の折り鶴を大統領にプレゼンすることができました。 

 

福島からも当日参加が実現しそうです 

 5 月 11 日～12 日の本番に向けて準備の取り組みが進められています。そういう中、福島高教組からう

れしい連絡を受けました。「平和学習の現状を核の被害に遭った広島、長崎、ビキニからの参加者ととも

に交流するという分科会への福島からの参加の意義も理解し、(略)私たちの組合で取り組んでいる“福島

の教育”の学習会の教育運動の参考にする」という位置づけで、参加してくださるということです。新学

期の多忙な時ですので具体的にはまだ未確定のところはあるようですが、是非とも参加されて交流して

いけたらと思います。 

 

「ビキニデーin高知 2024」 

5月 11日・12日 高知市「ソーレ」にて開催 

◆三つの分科会でおおいに語り合いましょう 

＜第 1分科会＞核被災の補償と裁判の分科会 

＜第 2分科会＞核被災と平和運動と地域住民運動 

＜第 3分科会＞核被災と平和学習・教育の分科会 

◆連絡先 高知県原水協 tel/fax(088)875-3917 Email kochigensuikyou@outlook.jp  

       濵田郁夫(事務局長) Email okuidamaha@kbe.biglobe.ne.jp 

➡申し込み受付中です。詳しくはチラシをご覧ください。 

 

 

前列左から下本さん、ロンゲラップのミナさん、同じくキャッシ

ーさん。右端は元国会議員のアバッカさん。後列は日本原水協の

訪問団 首にかけられた折り鶴の「レイ」。 


